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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

基本目標2　子どもが健やかに育つまちづくり

政　策 （２）学校教育の充実

施　策 　⑧　快適で安全・安心な学校教育環境の充実を図る

重点プロジェクト 　子育て支援プロジェクト

事業名 前原南小学校校舎大規模改造事業 担当部課 教育部 教育総務課

事業目的
小学校教育環境整備として、老朽化した校舎の大規模改
造工事により、事故を防止し、児童・教職員の安全を確保
し、良好な学びの環境を提供する。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

既存校舎大規模改造
棟番号1　4,245ｍ2（29教室、管理諸室15）
　　　　　　※給食室（218ｍ2）トイレ（143ｍ2）除く
校舎増築　854㎡（8教室、廊下、階段）
R2～3　校舎大規模改造工事実施設計業務
R3　　　校舎増築・仮設校舎建設
H4～5　校舎大規模改造工事、監理業務、仮設校舎ﾘｰｽ

進捗状況
・
現状

棟番号1　昭和58年3月

事業期間 令和2年度 ～ 令和5年度（4年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

1,135,412
10 2 3

859,832 千円

総事業費 1,135,412 千円
（うち市予算化分）

千円
予算科目

昨年度の実施計画に
計上した総事業費 859,832 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

1

成果指標
良好な学習環境・教育施設の
提供（教室）

0 0 52

児童・
教職員

安全で、安心して使用でき
る学習環境の提供

活動指標
校舎大規模改造工事設計・発
注(棟)

0 1

財
源
内
訳

国庫支出金
72,220 13,446 85,666

県支出金
0

地方債
8,400 334,100 110,700 453,200

その他
0

一般財源（a）
9,810 173,547 65,552 248,909

事業費（A）
18,210 579,867 189,698 787,775

主な事業費内訳
委託料、賃貸借料、
工事請負費

委託料、賃貸借料、
工事請負費

委託料、賃貸借料、工
事請負費

従事職員数(人) 0.2 0.35 0.35 平均人件費

総コスト（A＋B） 19,950 582,912 192,743 総コスト計 795,605

8,700

人件費（B） 1,740 3,045 3,045
人件費割合

(%)
1.0

地方債 学校教育施設等整備事業債 70％、50％、30%地方債同意等基準運用要綱 充当率75%、90％

公立学校施設費国庫負担金等に関する関係法令等の運用細目
学校施設環境改善交付金要綱

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

国庫支出金
学校施設整備費負担金
学校施設環境改善交付金

1/2
1/3

1



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

基本目標2　子どもが健やかに育つまちづくり

政　策 （２）学校教育の充実

施　策 　⑧　快適で安全・安心な学校教育環境の充実を図る

重点プロジェクト 　子育て支援プロジェクト

事業名 前原小学校校舎大規模改造事業 担当部課 教育部 教育総務課

事業目的
小学校教育環境整備として、老朽化した校舎の大規模改
造工事により、事故を防止し、児童・教職員の安全を確保
し、良好な学びの環境を提供する。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

既存校舎大規模改造
棟番号18-1　1,221ｍ2（10教室、トイレ8室）
棟番号18-2　1,052ｍ2（10教室）、棟番号18-3　138ｍ2（廊下）
棟番号20　 22ｍ2（児童昇降口）
棟番号21　1,424ｍ2（職員室、保健室、8教室、ＰＣ室、トイレ8室）
棟番号22　473ｍ2（渡り廊下、4配膳室）　棟番号24　395ｍ2（図書室、事務室、校長
室、応接室、放送室、印刷室、相談室、2更衣室）
H30　校舎大規模改造工事実施設計業務
H30　耐震2次診断業務、Ｈ31　仮設校舎建設
R1～3　校舎大規模改造工事、監理業務、仮設校舎ﾘｰｽ

進捗状況
・
現状

棟番号18-1　昭和53年3月
棟番号18-2　昭和53年8月
棟番号18-3　昭和53年8月
棟番号20　昭和55年2月
棟番号21　昭和55年2月
棟番号22　昭和56年2月
棟番号24　昭和57年2月

事業期間 平成30年度 ～ 令和3年度（4年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

940,946
10 2 3

940,946 千円

総事業費 940,946 千円
（うち市予算化分）

千円
予算科目

昨年度の実施計画に
計上した総事業費 940,946 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

7

成果指標
良好な学習環境・教育施設の
提供（教室）

12 24 48

児童・
教職員

安全で、安心して使用でき
る学習環境の提供

活動指標
校舎大規模改造工事設計・発
注(棟)

7 7

県支出金
0財

源
内
訳

国庫支出金

その他

地方債

549,545

8,700

人件費（B） 3,045 3,045 0
人件費割合

(%)
1.1

主な事業費内訳
委託料、賃貸借料、
工事請負費

委託料、賃貸借料、
工事請負費

従事職員数(人) 0.35 0.35 平均人件費

防災・国土強靭化緊急対策債 （充当率100%）

補正予算債

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

国庫支出金 学校施設環境改善交付金 学校施設環境改善交付金交付要綱 1/3

30%

その他 糸島市ふるさと応援基金 糸島市ふるさと応援寄附条例

地方債

学校教育施設等整備事業債

地方債同意等基準運用要綱

（充当率75%）

（充当率100%）

【1,478】

総コスト（A＋B） 334,141 215,404 0 総コスト計

171,900

事業費（A）
212,359 0 543,455

一般財源（a）

20,799

【2,900】 384,900

【463】 14,507

【25,038】 123,249

【29,879】

【1,478】 20,799

【2,900】 213,000

【463】 14,507

40,459【25,038】 82,790

【29,879】 331,096

2



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

総コスト（A＋B） 7,410 0 0 総コスト計 7,410

8,700

人件費（B） 2,610 0 0
人件費割合

(%)
35.2

主な事業費内訳
備品購入費、消耗品費、工
事請負費、印刷製本費、通
信運搬費

従事職員数(人) 0.3 平均人件費

事業費（A）
4,800 0 0 4,800

一般財源（a）
4,800 4,800

0

その他
0

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
0

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 0 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

1

成果指標
教員の在校等時間の削減（時
間/月）

55 50 45

県費負担教職員
糸島市立小中学校

児童生徒
校務の効率化

活動指標 共同学校事務室の設置（箇所） 0 1

事業期間 令和２年度 ～ 令和２年度（１年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

4,800
10 1 2

0 千円

総事業費 4,800 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的

事務処理の効果的な執行及び事務処理体制の強化を図
ることで、教員が担ってきた事務の一部を共同学校事務室
に移管することにより、教員の負担軽減（働き方改革）につ
なげる。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

糸島市立小中学校に係る事務を当該学校の事務職員が
共同処理するための組織として、令和２年度中に共同学校
事務室を設置する。

進捗状況
・
現状

地方教育行政の組織及び運営に関する
法律の一部改正により、「共同学校事務
室」が制度化された。福岡県教育委員会
は糸島市教育委員会に対し、令和２年
度に共同学校事務室の設置に向けて、
職員の加配（基準外定数）措置を行って
いるため、今年度中に設置する必要が
ある。

基本目標2　子どもが健やかに育つまちづくり

政　策 （２）学校教育の充実

施　策 　⑧　快適で安全・安心な学校教育環境の充実を図る

重点プロジェクト 　該当なし

事業名 糸島市立小中学校共同学校事務室設置事業 担当部課 教育部 教育総務課
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

総コスト（A＋B） 3,347 7,015 0 総コスト計 10,362

8,700

人件費（B） 870 870 0
人件費割合

(%)
16.8

主な事業費内訳 用地費 工事費

従事職員数(人) 0.1 0.1 平均人件費

事業費（A）
2,477 6,145 0 8,622

一般財源（a）
2,477 6,145 8,622

0

その他
0

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
0

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 9,960 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

1箇所

成果指標 交通渋滞（0%） 100% 100% 0%

市民 交通渋滞の緩和

活動指標 交差点改良（1箇所） 0箇所 0箇所

事業期間 令和1年度 ～ 令和3年度（3年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

11,282
8 2 3

9,960 千円

総事業費 11,282 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的
国道202号線との交差点について、交通渋滞の緩和を図
る。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

当該箇所は、国道202号線と市道との交差点部になり、桂
田踏切が廃止されたことによりさらに交通量が増加している
箇所であるため、市道に右折車線を設置し交通渋滞の緩
和を図る。 進捗状況

・
現状

・浦志の桂田踏切閉鎖に伴い、この
交差点への車の流れが増加してい
るが、右折車線がないため、交通渋
滞が発生している。

基本目標4　快適に暮らすことができる安全･安心のまちづくり

政　策 （３）交通環境の整備充実

施　策 　⑦　交通安全対策の充実を図る

重点プロジェクト 　該当なし

事業名 浦志高等学校線整備事業 担当部課 建設都市部 建設課

4



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

国庫支出金 消防団設備整備費補助金 消防団設備整備費補助金交付要綱（ゴーグル対象） 補助率 3分の1

総コスト（A＋B） 4,661 11,191 12,394 総コスト計 28,246

8,700

人件費（B） 87 87 87
人件費割合

(%)
0.9

主な事業費内訳 消耗品費 消耗品費 消耗品費

従事職員数(人) 0.01 0.01 0.01 平均人件費

事業費（A）
4,574 11,104 12,307 27,985

一般財源（a）
4,420 11,104 12,307 27,831

0

その他
0

財
源
内
訳

国庫支出金
154 154

県支出金
0

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 11,541 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

100

成果指標 消防団員の確保率（％） 99 100 100

市民 地域防災力の強化

活動指標 消防団装備品の整備率（％） 85 99

事業期間   令和２年度 ～ 令和４年度（３年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

27,985
9 1 2

11,541 千円

総事業費 27,985 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的

　「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が施行さ
れ、「消防団の装備の基準」が一部改正された。これに伴い、消防団装備
を整備し、消防団活動を安全・確実・迅速に実施できる環境を整えること
で、地域防災力の充実強化を図る。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

域防災力の充実強化のため、消防団装備を計画的に整備
する。
　令和２年度：保安帽495個（更新）、ゴーグル165個（新
規）、ヘッドライト165個（新規）
　令和３年度：活動服515着（更新）
　令和４年度：長靴250足（更新）、活動服500着（更新）

進捗状況
・
現状

「消防団の装備の基準」に基づき、計画的に
整備しているが未整備・不足の装備品が多く
あり、継続的な整備が必要である。
平成29年度　防火衣等73式
平成30年度　防火衣等60式
令和元年度　保安帽500個
　　　　　　　　長靴200足
　　　　　　　　救命胴衣378着
　　　　　　　　トランシーバー209機

基本目標4　快適に暮らすことができる安全･安心のまちづくり

政　策 （６）防災・防犯体制の確立

施　策 　⑫　地域防災力を強化する

重点プロジェクト 　該当なし

事業名 消防団装備整備事業 担当部課 消防本部 警防課

5



【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

基本目標5　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策 （１）協働のまちづくりの推進

施　策 　①　広報広聴を強化し、まちづくりへの市民参加を促進する

重点プロジェクト 　該当なし

事業名 福岡マラソン実施事業 担当部課 教育部 生涯学習課

事業目的

スポーツの振興と地域の活性化を図り、福岡・糸島地域一帯の
魅力を高めることを目的に『福岡マラソン』を開催する。
併せて、大会を盛り上げ、糸島市を積極的にPRするため、糸島
市独自の事業を展開する。

事業主体 福岡マラソン糸島協力会

実施方法 補助

事業内容

福岡市都市部をスタートし、糸島市でフィニッシュする市民参加型フルマ
ラソンを開催。大会開催に併せ、糸島市独自にイベントやおもてなしに関
する事業を実施する。
➢協力会事務局費；市内マラソン応援事業等の計画・運営を取り仕切る。
➢沿道応援事業；コース沿道のランナー応援や応援バス運行等。
➢もてなし事業；フィニッシュ会場でランナーや応援者等に糸島産品等を
PRする。

進捗状況
・
現状

福岡マラソン開催初年度（平成26年度）から
実施
【沿道応援事業】
　　H28年度；12事業、H29年度；13事業
　　Ｈ30年度；12事業
【もてなし事業】
　　H28年度；37事業、H29年度；41事業
　　Ｈ30年度；42事業

事業期間  令和２年度 ～ 　令和 ４年度（  ３年間） 会計種類 リストから選択

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

24,000
10 5 1

30,000 千円

総事業費 24,000 千円
（うち市予算化分）

千円
予算科目

昨年度の実施計画に
計上した総事業費 30,000 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

沿道；15
もてなし；40

成果指標
沿道応援やもてなし事業に参
加した市民の数（人/年）

1,101 1,650

市民 まちづくりへの参加

活動指標
沿道応援事業数（件/年）
もてなし事業数（件/年）

0
沿道；12

もてなし；42

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
0

地方債
0

その他
0 1,400 1,400 2,800

一般財源（a）
4,000 8,600 8,600 21,200

事業費（A）
4,000 10,000 10,000 24,000

主な事業費内訳

従事職員数(人) 0.1 0.1 0.1 平均人件費

総コスト（A＋B） 4,870 10,870 10,870 総コスト計 26,610

8,700

人件費（B） 870 870 870
人件費割合

(%)
9.8

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

その他 福岡都市圏地域共同事業補助金
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

基本目標5　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策 （１）協働のまちづくりの推進

施　策 　②　地域主体のまちづくりのための体制を確立する

重点プロジェクト 　該当なし

事業名 市民まつり事業 担当部課 企画部 地域振興課

事業目的

市民総参加による「市民が主役」の糸島市民まつりを開催
し、その振興を図ることによって、地域活性化、一体感の醸
成、市を広くＰＲすることを目的とする。

事業主体 糸島市民まつり振興会

実施方法 補助

事業内容

糸島市の持つ人と地の「力」を最大限に発揮し、市民ボランティアと市職
員等が協働でイベントの企画・運営を行う。
＜主な内容＞
　➣メイン会場（交流プラザ志摩館前特設会場）
 　　・糸島グルメグランプリ、野外ステージ、27時間連続餅つき、
　　　よかもん物産展、わんぱく広場、公共ブース設置等
　➣加布里漁港　花火会場
　　・花火大会　約4000発打ち上げ

進捗状況
・
現状

【来場者の推移】
　平成27年度　　　70,000人
　平成28年度　　　60,000人
　平成29年度　　　65,000人
　平成30年度　　　台風接近に伴い中止
市を代表する「まつり」として内外に認知され
ており、来場者数も高い水準で安定して推移
している。

事業期間 令和 ２ 年度 ～ 令和 ４ 年度（３ 年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

22,000
2 1 7

30,000 千円

総事業費 22,000 千円
（うち市予算化分）

千円
予算科目

昨年度の実施計画に
計上した総事業費 30,000 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

120

成果指標 来場者数（人） 65,000 70,000 75,000

市民
地域の活性化・市民の一体
感の醸成

活動指標
市民まつりに参加した市民団体等
の出店数・出演数（団体）

104 110

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
0

地方債
0

その他
0

一般財源（a）
4,000 9,000 9,000 22,000

事業費（A）
4,000 9,000 9,000 22,000

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金

従事職員数(人) 0.05 0.2 0.2 平均人件費

総コスト（A＋B） 4,435 10,740 10,740 総コスト計 25,915

8,700

人件費（B） 435 1,740 1,740
人件費割合

(%)
15.1

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

その他 ふるさと応援寄附基金
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

基本目標5　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策 （１）協働のまちづくりの推進

施　策 　①　広報広聴を強化し、まちづくりへの市民参加を促進する

重点プロジェクト 　校区まちづくり推進プロジェクト

事業名 市民提案型まちづくり事業 担当部課 企画部 地域振興課

事業目的
　NPOやボランティアの持つ専門性、迅速性を生かして地
域の課題解決を図る。

事業主体 糸島市

実施方法 補助

事業内容

　市内で活動する団体が独自の発想を持って提案する事業で、協働のま
ちづくりと団体の育成、充実につながるものについて補助するもの。
　≪補助対象者≫
　・営利活動、政治活動または宗教活動を目的とせず、市内に事務所を
有し活動する者
　≪補助金の額≫
　・1事業あたり50万円を上限に、予算の範囲内で団体に補助する。

進捗状況
・
現状

書類審査、内容審査を経て交付を決定する。
【事業実績】　※過去3年間
H30　提案　8　　実施　6
R1　　提案　8　　実施　6
R2　　提案　5　　実施　2
（新型コロナウイルスの影響により市民団体の
活動が困難であるため、減少）

事業期間    平成30年度 ～ 　令和2年度（3年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

8,125
2 1 7

9,327 千円

総事業費 8,125 千円
（うち市予算化分）

千円
予算科目

昨年度の実施計画に
計上した総事業費 9,327 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

30

成果指標
市と市内で活動している市民
団体で実施した協働事業数

0 8 24

糸島市で活動す
るNPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

団体等

NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体等のス
キルアップ・充実

活動指標 市民提案を実施した団体数 0 10

県支出金
0財

源
内
訳

国庫支出金
554

その他
553

地方債
0

平均人件費

事業費（A）
0 0 1,107

一般財源（a）
0

553

554

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

国庫支出金 地方創生推進交付金 地域再生法 50％

総コスト（A＋B） 2,847 総コスト計 2,847

8,700

1,107

その他 糸島市ふるさと応援基金 糸島市ふるさと応援寄附条例

人件費（B） 1,740 0 0
人件費割合

(%)
61.1

主な事業費内訳
補助金、審査委員謝
礼

従事職員数(人) 0.2
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

基本目標5　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策 （２）生涯学習機会の充実

施　策 　⑦　スポーツ環境を整備する

重点プロジェクト 　移住支援プロジェクト

事業名 スポーツチャレンジ事業（ヤングシニア生きいき分） 担当部課 教育部 生涯学習課

事業目的
スポーツを始めるきっかけづくり及びスポーツ習慣や健康
志向の定着を図る。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

ラグビーワールドカップやオリンピック・パラリンピックの日
本開催をひかえ、全国的にスポーツ振興の機運が高まっ
ている。
　本市においてもこれらを契機に、スポーツ推進委員と連
携等し、スポーツ振興を図る。
　①一流アスリートによるスポーツ教室（講演や指導）の実施
　②スポーツ、ニュースポーツ指導等の拡充
　③スポーツを始めるきっかけとなる体験教室等の実施

進捗状況
・
現状

現在、何らかの運動を行っている市民は3人
に1人の割合。　何らかの運動を行いたいとの
意識はあるが、きっかけがない状況にある。
【平成29年度事業】
・トップアスリート講演会；1回
・ニュースポーツ指導等；延16回
・体験教室等；延5回
【平成30年度】
・トップアスリート講演会；1回
・ニュースポーツ指導等；延19回
・体験教室等；延5回

事業期間  平成29年度 ～ 　令和 2年度（  4年間） 会計種類 リストから選択

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

13,125
10 5 1

10,520 千円

総事業費 13,125 千円
（うち市予算化分）

千円
予算科目

昨年度の実施計画に
計上した総事業費 10,520 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

25

成果指標
日頃からスポーツに親しんでい
る人の割合（％）

25 27.1 33.3

市民
スポーツをしたい。
健康になりたい。

活動指標
スポーツ事業実施回数（回/
年）

1 25

財
源
内
訳

国庫支出金
1,302 1,302

県支出金
0

地方債
0

その他
700 700

一般財源（a）
603 603

事業費（A）
2,605 0 0 2,605

主な事業費内訳

従事職員数(人) 0.5 平均人件費

総コスト（A＋B） 6,955 0 0 総コスト計 6,955

8,700

人件費（B） 4,350 0 0
人件費割合

(%)
62.5

その他 福岡都市圏地域共同事業補助金

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

国庫支出金 地方創生推進交付金 地方創生法
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

基本目標5　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策 （２）生涯学習機会の充実

施　策 　⑦　スポーツ環境を整備する

重点プロジェクト 　該当なし

事業名 体育施設改修整備整備事業 担当部課 教育部 生涯学習課

事業目的
体育施設の改修を行い、施設の安全性及び利便性を高
め、利用者の増進を促すなどスポーツ振興を図る。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

体育施設の危険箇所等の改修を計画的に行う。
[令和2年度]
　・芥屋野球場外野防球ネット設置工事
　・しおさい運動場防球ネット改修
[令和3年度]
　・曲り田野球場外野芝撤去工事
　・トイレ一部洋式化
【令和4年度】
　・曽根野球場トイレ下水化工事

進捗状況
・
現状

[平成29年度]
・曽根野球場防球ネット設置（一塁側）
・深江テニスコートコート面改修
[平成30年度]
・志摩体育館天井改修工事
・芥屋野球場防球ネット設置工事（三塁側）
【令和元年度】
・芥屋野球場防球ネット設置工事（一塁側）
・芥屋野球場トイレ設置、グラウンド改修
・志摩体育館アリーナ改修

事業期間  令和２9年度 ～ 　令和 3年度（  5年間） 会計種類 リストから選択

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

166,046
10 5 1

134,278 千円

総事業費 166,046 千円
（うち市予算化分）

千円
予算科目

昨年度の実施計画に
計上した総事業費 134,278 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

7

成果指標 体育施設利用者数（人） 136,324 170,000 180,000

体育施設利用者
安全に体育施設を利用したい
快適に体育施設を利用したい

活動指標 改修した体育施設数（施設） 0 5

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
0

地方債
0

その他
0

一般財源（a）
26,068 7,500 5,000 38,568

事業費（A）
26,068 7,500 5,000 38,568

主な事業費内訳

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2 平均人件費

総コスト（A＋B） 27,808 9,240 6,740 総コスト計 43,788

8,700

人件費（B） 1,740 1,740 1,740
人件費割合

(%)
11.9

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

その他 福岡都市圏地域共同事業補助金 35%

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

国庫支出金 国庫支出金
文化財保存事業費関係補助金交付要綱（地域の特色ある埋蔵文化財活
用事業費補助金）

50％

総コスト（A＋B） 6,350 6,350 6,350 総コスト計 19,050

8,700

人件費（B） 4,350 4,350 4,350
人件費割合

(%)
68.5

主な事業費内訳
報償費、旅費、委託
料、印刷製本費

報償費、旅費、委託
料、印刷製本費

報償費、旅費、委託
料、印刷製本費

従事職員数(人) 0.5 0.5 0.5 平均人件費

事業費（A）
2,000 2,000 2,000 6,000

一般財源（a）
300 1,000 1,000 2,300

0

その他
700 700

財
源
内
訳

国庫支出金
1,000 1,000 1,000 3,000

県支出金
0

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 0 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

3

成果指標 イベント参加者数 0 300 1,000

市民、国民、文化
財愛好者

市内外に糸島の歴史・文化
の魅力を発信できる。

活動指標 イベントの開催 0 1

事業期間 令和２年度 ～ 令和４年度（3年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

3,000
10 4 3

0 千円

総事業費 6,000 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的
「伊都国」の歴史・文化の魅力を周知化し、糸島市のシティプロモーション
のために、講演会・シンポジウムを開催する。本事業をとおして郷土愛の
育成とともに、糸島市の観光ＰＲ・定住化促進の一助としたい。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

糸島市内に８カ所の国指定史跡が点在しているが、それらをテー
マごとに分けて、３～５年間かけて実施する。いずれにおいても地
元の小学生による対象史跡の学習発表を行い、識者による講演
会・シンポジウムを開催する。あわせて、教材としても活用できる
史跡に関する資料を作成する。主たる経費は孔子への報償費、
旅費、広報物作成の為の印刷製本費、模型・映像資料作成の為
の委託費を計上している。

進捗状況
・
現状

当該事業は国庫補助事業（総事業
費の50％補助）を使用するもので、
現在、申請等の準備中である。

基本目標5　みんなの力で進める協働のまちづくり

政　策 （５）文化・芸術の創造

施　策 　⑩　文化財の保護を推進し、積極的に情報を発信する

重点プロジェクト 　該当なし

事業名 伊都国歴史遺産活用事業 担当部課 教育部 文化課
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

（充当率　　　%）

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

県支出金
福岡県畜産振興総合対策事業費補
助金

福岡県畜産振興総合対策事業補助金交付要綱 1/2以内

総コスト（A＋B） 4,279 0 0 総コスト計 4,279

8,700

人件費（B） 870 0 0
人件費割合

(%)
20.3

主な事業費内訳 補助金

従事職員数(人) 0.1 平均人件費

事業費（A）
(4,096)
3,409 0 0 3,409

一般財源（a）
0

0

その他
(4,096)

0

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
3,409 3,409

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 0 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

4

成果指標 豚コレラ(CSF)感染農場数（件） 0 0 0

養豚農家 豚コレラ(CSF)未感染

活動指標 整備する経営体数（件） 0 4

事業期間 令和2年度 ～ 令和2年度（1年間）事業実施期間1年 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

3,409
6 2 5

0 千円

総事業費 7,505 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的

県内養豚農家に対して、飼養衛生管理基準の確実な遵守とさら
なる衛生意識の向上を図るとともに、必要な設備を整備すること
で、家畜伝染病の発生を予防する。

事業主体 養豚農家

実施方法 補助

事業内容

飼養衛生管理基準の遵守徹底のための施設整備費
① 消毒ゲート　2経営体×1台＝2台
② 動力噴霧器　2経営体×1台＝2台
③ 簡易更衣室　1経営体×1棟＝1棟
・県単独事業
・補助率：補助対象経費の税抜額の１/2以内（千円未満切
捨）
・取組経営体実数　４経営体(うち1経営体が消毒ゲート、簡易更衣室)

進捗状況
・
現状

令和２年度新規創設事業
1農場でもCSF（Classical swine
fever）豚コレラに感染した場合、市
内養豚農家全体に甚大な損害が予
測される。
市内養豚農家：前原地区7、二丈地
区2、志摩地区3、計12経営体

基本目標7　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

政　策 （１）農林水産業の振興

施　策 　②　農業における持続的な担い手を育成する

重点プロジェクト 　該当なし

事業名
ふくおかの畜産競争力強化対策事業
（家畜伝染病対策）

担当部課 産業振興部 農業振興課
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

（充当率　　　%）

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

県支出金
福岡県畜産振興総合対策事業費補
助金

福岡県畜産振興総合対策事業費補助金交付要綱
3/4以内

総コスト（A＋B） 20,299 0 0 総コスト計 20,299

8,700

人件費（B） 2,610 0 0
人件費割合

(%)
12.9

主な事業費内訳 補助金

従事職員数(人) 0.3 0 0 平均人件費

事業費（A）
(8,255)
17,689 0 0 17,689

一般財源（a）
0 0 0 0

0

その他
(8,255)

0

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
17,689 0 0 17,689

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 0 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

1

成果指標 労働力が充足された数（件） 0 1 1

畜産農家 労働力の確保

活動指標 新規事業実施主体数（件） 0 1

事業期間   令和２ 年度 （１年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

17,689
6 2 5

0 千円

総事業費 25,944 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的

新型コロナウイルス感染症拡大対策による渡航禁止等によ
り外国人技能実習生の雇用労働力の確保が困難となった
畜産農家に対し、不足する労働力の代替措置として高性
能な省力機械設備の導入を進め畜産生産基盤の維持を
図る。

事業主体 畜産農家（認定農業者等）

実施方法 補助

事業内容

・作業の省力化に必要な機械設備の整備に要する経費に
対する補助
・搾乳キャリーロボット（パイプラインミルカー及びキャリア
レール）
・新型コロナウイルス感染症の影響により外国人技能実習
生等の労働力確保が困難となった畜産農家（認定農業者
等）
・補助率：税抜額の3/4以内（千円未満切捨）
・県単独事業

進捗状況
・
現状

令和２年度１件
・外国人実習生を雇用している市内
の畜産農家・・・２経営体

基本目標7　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

政　策 （１）農林水産業の振興

施　策 　①　農業生産基盤を整備し、農産物の低コスト化を推進する

重点プロジェクト 　該当なし

事業名
ふくおかの畜産競争力強化対策事業
（畜産労働力代替緊急支援対策）

担当部課 産業振興部 農業振興課
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

（充当率　　　%）

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

県支出金
福岡県畜産振興総合対策事業費補
助金

福岡県畜産振興総合対策事業費補助金交付要綱 1/2以内

総コスト（A＋B） 13,185 12,610 12,610 総コスト計 38,405

8,700

人件費（B） 2,610 2,610 2,610
人件費割合

(%)
20.4

主な事業費内訳 補助金 補助金 補助金

従事職員数(人) 0.3 0.3 0.3 平均人件費

事業費（A）
(12,690) (12,000) (12,000)
10,575 10,000 10,000 30,575

一般財源（a）
0 0 0 0

0

その他
(12,690) (12,000) (12,000)

0

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
10,575 10,000 10,000 30,575

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 0 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

4

成果指標 生乳生産量の維持件数（件） 0 1 4

酪農家 生乳生産量の維持

活動指標 新規事業実施主体数（件） 0 1

事業期間 令和２年度 ～ 　令和５年度（４年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

30,575
6 2 5

0 千円

総事業費 67,265 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的
次世代酪農家の将来的な経営ビジョンを明確にし、経営ビ
ジョンの実現に必要な施設機械等の整備を支援すること
で、酪農生産基盤を強化し、生乳生産量の維持を図る。

事業主体 酪農家（認定農業者）

実施方法 補助

事業内容

次世代酪農家の経営ビジョンに基づく施設機械等の整備
等
・農業ＩＣＴ技術を活用した省力化機械設備の導入
　（自走式自動餌混合給餌車）
・県単独事業
・補助率：税抜額の１/２以内（千円未満切捨）

進捗状況
・
現状

要望状況
令和２年度１件
市の畜産農家数
（　）はうち認定農業者数
乳牛25（22）、肉牛  19（8）
豚  14（ 9）、採卵鶏13（4）
肉鶏 5（ 0）、馬     1（0）
計  77（43）

基本目標7　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

政　策 （１）農林水産業の振興

施　策 　②　農業における持続的な担い手を育成する

重点プロジェクト 　該当なし

事業名
ふくおかの畜産競争力強化対策事業
（次世代酪農生産基盤強化対策）

担当部課 産業振興部 農業振興課
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

その他 有限会社福ふくの里

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

国庫支出金 農山漁村振興交付金 農山漁村振興交付金交付要綱 1/2

総コスト（A＋B） 25,750 0 0 総コスト計 25,750

8,700

人件費（B） 4,350 0 0
人件費割合

(%)
16.9

主な事業費内訳 補助金

従事職員数(人) 0.5 平均人件費

事業費（A）
(25,680)
21,400 0 0 21,400

一般財源（a）
0

0

その他
(25,680)

0

財
源
内
訳

国庫支出金
21,400 21,400

県支出金
0

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 - 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

1

成果指標
福吉地域への産直レストランの
設置（か所）

0 1 1

福吉地区の生
産者

地域農産物の販売額の増
加

活動指標
福吉地域への産直レストラン設
置に対する補助（件）

0 1

事業期間 令和2年度（1年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

21,400
6 2 3

- 千円

総事業費 47,080 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的

直売所「福ふくの里」に隣接して産直レストランを整備し、
福吉地域の農林水産物の食材を使用した食事を提供する
ことで、交流人口の増加及び地域農林水産物の販売額の
増加を図る。

事業主体 有限会社福ふくの里

実施方法 補助

事業内容

産直レストランの設置に対する補助
施設概要
産直レストラン1棟　170㎡
・建築主体、電気設備、給排水衛生空調設備、合併処理
浄化槽　各工事一式
・設計・監理費一式

進捗状況
・
現状

令和元年度に「福吉地区活性化計
画」を策定（R2～5年度の4年計画）

基本目標7　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

政　策 （１）農林水産業の振興

施　策 　③　農業における地産地消、市場開拓、ブランド化を推進する

重点プロジェクト 　しごとづくりプロジェクト

事業名 農山漁村活性化対策事業 担当部課 産業振興部 農業振興課
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

（充当率　　　%）

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

県支出金
福岡県畜産振興総合対策事業費補
助金

福岡県畜産振興総合対策事業費補助金交付要綱
定額

21,000円/頭

総コスト（A＋B） 3,810 0 0 総コスト計 3,810

8,700

人件費（B） 870 0 0
人件費割合

(%)
22.8

主な事業費内訳 補助金

従事職員数(人) 0.1 平均人件費

事業費（A）
2,940 0 0 2,940

一般財源（a）
0

0

その他
0

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
2,940 2,940

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

4

成果指標
所得が維持できた事業者数
（経営体）

4 4 4

農業者 所得維持・向上

活動指標 申請事業者数（経営体） 4 4

事業期間 令和２年度（１年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

2,940
6 2 5

千円

総事業費 2,940 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的

新型コロナウイルス感染症の影響のため、インバウンド需
要・外食の大幅減少、「博多和牛」等の和牛枝肉価格の下
落により、再生産が困難となっていることから、和牛子牛の
導入経費を助成し、和牛肥育農家の経営安定を支援す
る。

事業主体 農業協同組合

実施方法 補助

事業内容

・補助対象：家畜市場等外部から導入した和牛肥育もと牛
・補助率：定額　21,000円/頭
・補助対象期間：令和2年5月1日から7月31日の間に食肉
市場等へ出荷する和牛肥育牛の頭数を上限とする。
・県単独事業（市の義務負担はなし）

進捗状況
・
現状

令和２年度取組予定頭数
Ａ経営体 40頭
Ｂ経営体 37頭
Ｃ経営体 55頭
Ｄ経営体  8頭
Ａ～Ｄ計140頭

基本目標7　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

政　策 （１）農林水産業の振興

施　策 　①　農業生産基盤を整備し、農産物の低コスト化を推進する

重点プロジェクト 　該当なし

事業名 和牛子牛確保対策事業 担当部課 産業振興部 農業振興課
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

（充当率　　　%）

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）
根拠法令等

補助率、交付税
措置率等

県支出金 福岡県荒廃森林整備事業交付金 福岡県荒廃森林整備事業交付金交付要綱 100%

総コスト（A＋B） 112,610 82,610 82,610 総コスト計 277,830

8,700

人件費（B） 2,610 2,610 2,610
人件費割合

(%)
2.8

主な事業費内訳
特定調査委託
森林整備委託

特定調査委託
森林整備委託

特定調査委託
森林整備委託

従事職員数(人) 0.3 0.3 0.3 平均人件費

事業費（A）
110,000 80,000 80,000 270,000

一般財源（a）
0

0

その他
0

財
源
内
訳

国庫支出金
0

県支出金
110,000 80,000 80,000 270,000

地方債

予算科目
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 400,000 千円

（単位：千円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

577.0

成果指標
荒廃した森林を改善した割合
(％)

16 48 80

市民及び森林
所有者

森林整備による森林環境
の向上

活動指標 荒廃森林の整備面積(ｈａ) 61.21 285.2

事業期間 平成３０年度 ～ 令和 ４年度（５年間） 会計種類 一般会計

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値 当該年度目標値 最終目標値

款 項 目

401,943
6 3 5

400,000 千円

総事業費 401,943 千円
（うち市予算化分）

千円

事業目的
平成20年度からの森林環境税の創設に伴い、荒廃した森
林を再生し環境の優れた森として保全する。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

事業内容

概ね15年以上手入れがなされていない森林を適切に整備する。
・特定(荒廃森林)調査
・森林の整備（間伐・除伐）

進捗状況
・
現状

・平成20～30年度 実績
　森林整備 1,531.14ｈａ
平成30年度　実績　 特定調査　315.00ha
　　　　　　　　　　　　　森林整備    60.21ｈａ
令和元年度　実績 　特定調査　837.64ha
　　　　　　　　　　　　  森林整備    60.18ｈａ
令和２年度   予定　 特定調査  500.00ｈａ
　　　　　　　　　　　　　森林整備  126.00ｈａ

基本目標7　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

政　策 （１）農林水産業の振興

施　策 　④　林業生産基盤や生産条件を整備し、担い手の育成と林業の成長産業化を図る

重点プロジェクト 　該当なし

事業名 荒廃森林整備事業 担当部課 産業振興部 農林水産課
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容について】

【事業費について】

主な事業費内訳
負担金、測量委託費
公有財産購入費、補償費

事業費（A）

625,397 千円
6

令和2年度

国庫支出金

成果指標

林業従事者 森林施業時間の短縮

活動指標 18,050

受益者

財
源
内
訳

当該年度目標値

(260,800)

受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 現状値

19,181

令和3年度 令和4年度 合計

14,065

6,500

（単位：千円）

移動に要する時間の短縮（分） 30
30（平成24年度

部分開通）
10（令和2年度

全線開通）

開設延長（ｍ） 0

8,700

人件費（B） 6,090 6,090 0

従事職員数(人) 0.7

一般財源（a）

0.7 平均人件費

38,924 13,641 0 52,565
(260,800)

人件費割合

(%)
18.8

測量委託費、公有財産購
入費

（うち市予算化分）

事業目的

事業内容

・県営広域基幹林道整備事業に対する負担金（事業費の１０％）
・用地購入は県費補助事業として市が行う。（補助率は４０％）
・立木補償費は県からの受託事業で市が行う。（全額県事業費）
◎第３雷山浮嶽線　総延長　Ｌ＝19,181ｍ
　　令和元年度以降残延長　Ｌ＝2,493ｍ

進捗状況
・
現状

平成17年度に計画期間を5年間伸ばし平成27年度まで
とした。しかしながら、豪雨による法面崩壊が頻繁に発生
し、復旧に時間と経費を要し、残工事区間についても、
急峻な地形が続き工事が容易でないことから、平成27年
度の完成が見込めないため、平成30年度まで期間を延
長した。また、平成30年7月豪雨災害により、平成30年度
の完成が見込めず、林道災害復旧工事の実施に伴い事
業計画期間を令和2年度まで延長した。・29年度実績
L=180ｍ、・30年度実績L= 0ｍ

総事業費 6,414,870 千円 千円
款 項

事業期間 平成５年度 ～ 令和 ３年度（29年間） 会計種類 一般会計

目

641,487
予算科目

3 2
昨年度の実施計画に
計上した総事業費 6,253,970 千円

基本目標7　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

政　策 （１）農林水産業の振興

施　策 　④　林業生産基盤や生産条件を整備し、担い手の育成と林業の成長産業化を図る

重点プロジェクト 　該当なし

森林の保全並びに林業施業の省力化を図るため、広域基
幹林道を軸とした林道のネットワーク化を推進する。

事業主体 福岡県

実施方法 負担金

事業名 広域基幹林道開設事業（道整備交付金・地域活性化事業） 担当部課 産業振興部 農林水産課

その他

地方債
26,900 5,100

県支出金

最終目標値

8,124 5,941

3,900 2,600

0

0

32,000

30%,22.2%

総コスト（A＋B） 45,014 19,731 0 総コスト計 64,745

福岡県林道事業補助金等交付要綱、受託事業（立木補償） 40%,100%

根拠法令等
補助率、交付税
措置率等

財源の種類
特定財源の名称

（使途が定められた財源）

地域活性化事業、公共事業等債

福岡県林道事業補助金、委託金県支出金

地方債 地方債同意等基準運用要綱 （充当率90%）
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（　）は市予算化以外の分 単位（千円）

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

２　子どもが健やかに育つまちづくり

（２）学校教育の充実

変更前 0 0 0 0 15,500 5,218 20,718 0 234,400 97,418 331,818 352,536

増減 8,400 9,810 18,210 72,220 318,600 168,329 559,149 13,446 ▲ 123,700 ▲ 31,866 ▲ 142,120 435,239

変更後 8,400 9,810 18,210 72,220 334,100 173,547 579,867 13,446 110,700 65,552 189,698 787,775

変更 ハード 　

変更前 0 171,900 14,507 82,907 269,314 20,029 201,600 52,512 274,141 0 543,455

増減 20,799 41,100 0 ▲ 117 61,782 ▲ 20,029 ▲ 29,700 0 ▲ 12,053 ▲ 61,782 0 0

変更後 20,799 213,000 14,507 82,790 331,096 171,900 40,459 212,359 0 543,455

変更 ハード 　

変更前 0 0 0 0 0

増減 4,800 4,800 0 0 4,800

変更後 4,800 4,800 0 0 4,800

新規 ハード 　

４　快適に暮らすことができる安全･安心のまちづくり

（３）交通環境の整備充実 4,800

変更前 2,200 2,200 5,100 5,100 0 7,300

増減 277 277 1,045 1,045 0 1,322

変更後 2,477 2,477 6,145 6,145 0 8,622

変更 ハード 　

（６）防災・防犯体制の確立

変更前 0 4,574 4,574 11,104 11,104 12,307 12,307 27,985

増減 154 ▲ 154 0 0 0 0 0 0

変更後 154 4,420 4,574 11,104 11,104 12,307 12,307 27,985

変更 ソフトB 　

５　みんなの力で進める協働のまちづくり

（１）協働のまちづくりの推進

変更前 1,400 8,600 10,000 1,400 8,600 10,000 1,400 8,600 10,000 30,000

増減 ▲ 1,400 ▲ 4,600 ▲ 6,000 0 0 0 0 0 0 ▲ 6,000

変更後 0 4,000 4,000 1,400 8,600 10,000 1,400 8,600 10,000 24,000

変更 ソフトB 　

変更前 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 27,000

増減 ▲ 5,000 ▲ 5,000 0 0 0 0 ▲ 5,000

変更後 4,000 4,000 9,000 9,000 9,000 9,000 22,000

変更 ソフトB 　

変更前 1,254 1,253 2,507 0 0 2,507

増減 ▲ 700 ▲ 700 ▲ 1,400 0 0 ▲ 1,400

変更後 554 553 1,107 0 0 1,107

変更 ソフトA 　

（２）生涯学習機会の充実

変更前 1,302 0 1,303 2,605 0 0 2,605

増減 0 700 ▲ 700 0 0 0 0

変更後 1,302 700 603 2,605 0 0 2,605

変更 ソフトA 　

合計

スポーツの振興と地域の活性化を図り、福岡・糸島地域一帯の魅力を高めることを目的に『福岡マラソン』を開催する。併せて、大会を盛り上げ、糸島市を積極的にPRするため、糸島市独自の事業を展開する。

7

市民まつり事業
地
域
振
興
課 市民総参加による「市民が主役」の糸島市民まつりを開催し、その振興を図ることによって、地域活性化、一体感の醸成、市を広くＰＲすることを目的とする。

6

福岡マラソン実施事業
生
涯
学
習
課

一般

一般

一般

一般

一般

一般

一般

一般

スポーツを始めるきっかけづくり及びスポーツ習慣や健康志向の定着を図る。

市民提案型まちづくり事
業

地
域
振
興
課 NPOやボランティアの持つ専門性、迅速性を生かして地域の課題解決を図る。

浦志高等学校線整備事
業 建

設
課

国道202号線との交差点について、交通渋滞の緩和を図る。

9

スポーツチャレンジ事業
（ヤングシニア生きいき
分）

生
涯
学
習
課

　「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が施行され、「消防団の装備の基準」が一部改正された。これに伴い、消防団装備を整備し、消防団活動を安全・確実・迅速に実施できる環境を整えること
で、地域防災力の充実強化を図る。

8

前原小学校校舎大規模
改造事業

教
育
総
務
課 小学校教育環境整備として、老朽化した校舎の大規模改造工事により、事故を防止し、児童・教職員の安全を確保し、良好な学びの環境を提供する。

5

消防団装備整備事業 警
防
課

事務処理の効果的な執行及び事務処理体制の強化を図ることで、教員が担ってきた事務の一部を共同学校事務室に移管することにより、教員の負担軽減（働き方改革）につなげる。

4

財源内訳計画等

令和２年度

3

糸島市立小中学校共同
学校事務室設置事業

教
育
総
務
課

小学校教育環境整備として、老朽化した校舎の大規模改造工事により、事故を防止し、児童・教職員の安全を確保し、良好な学びの環境を提供する。

2

糸島市実施計画（令和２～４）９月変更　事業一覧表

N
o

事業名
課
名

会計

1

前原南小学校校舎大規
模改造事業

教
育
総
務
課

一般

令和３年度 令和４年度

事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計
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（　）は市予算化以外の分 単位（千円）

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

合計財源内訳計画等

令和２年度

糸島市実施計画（令和２～４）９月変更　事業一覧表

N
o

事業名
課
名

会計

令和３年度 令和４年度

事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

変更前 16,319 16,319 7,500 7,500 5,000 5,000 28,819

増減 9,749 9,749 0 0 0 0 9,749

変更後 26,068 26,068 7,500 7,500 5,000 5,000 38,568

変更 ハード 　

（５）文化・芸術の創造

変更前 1,000 0 1,000 2,000 1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 2,000 6,000

増減 0 700 ▲ 700 0 0 0 0 0 0 0 0

変更後 1,000 700 300 2,000 1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 2,000 6,000

変更 ソフトB 　

７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

（１）農林水産業の振興

変更前 0 0 0 0 0 0

増減 3,409 （4,096） 3,409 0 0 3,409

変更後 3,409 （4,096） 3,409 0 0 3,409

新規 ソフトB 　

変更前 0 0 0 0 0 0

増減 17,689 （8,255） 17,689 0 0 17,689

変更後 17,689 （8,255） 17,689 0 0 17,689

新規 ソフトB 　

変更前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

増減 10,575 （12,690） 10,575 10,000 （12,000） 10,000 10,000 （12,000） 10,000 30,575

変更後 10,575 （12,690） 10,575 10,000 （12,000） 10,000 10,000 （12,000） 10,000 30,575

新規 ソフトB 　

変更前 0 0 0 0 0 0

増減 21,400 （25,680） 21,400 0 0 21,400

変更後 21,400 （25,680） 21,400 0 0 21,400

新規 ソフトB 　

変更前 0 0 0 0 0

増減 2,940 2,940 0 0 2,940

変更後 2,940 2,940 0 0 2,940

新規 ソフトB 　

変更前 80,000 80,000 80,000 80,000 80,000 80,000 240,000

増減 30,000 30,000 0 0 0 0 30,000

変更後 110,000 110,000 80,000 80,000 80,000 80,000 270,000

変更 ソフトA 　

変更前 3,900 25,000 6,284 35,184 2,600 5,100 4,132 11,832 0 47,016

増減 0 1,900 1,840 3,740 0 0 0 0 0 3,740

変更後 3,900 26,900 8,124 38,924 2,600 5,100 4,132 11,832 0 50,756

変更 ハード 　

変更前 3,556 83,900 196,900 15,907 133,440 433,703 21,029 82,600 222,200 1,400 104,166 431,395 1,000 80,000 234,400 1,400 133,325 450,125 1,315,223

増減 41,653 64,613 51,400 0 14,505 172,171 52,191 10,000 288,900 0 157,321 508,412 13,446 10,000 ▲ 123,700 0 ▲ 31,866 ▲ 132,120 548,463

変更後 45,209 148,513 248,300 15,907 147,945 605,874 73,220 92,600 511,100 1,400 261,487 939,807 14,446 90,000 110,700 1,400 101,459 318,005 1,863,686

合計（一般財源）

森林の保全並びに林業施業の省力化を図るため、広域基幹林道を軸とした林道のネットワーク化を推進する。

平成20年度からの森林環境税の創設に伴い、荒廃した森林を再生し環境の優れた森として保全する。

18

広域基幹林道開設事業
（道整備交付金・地域活
性化事業）

農
林
水
産
課

17

荒廃森林整備事業
農
林
水
産
課

新型コロナウイルス感染症の影響のため、インバウンド需要・外食の大幅減少、「博多和牛」等の和牛枝肉価格の下落により、再生産が困難となっていることから、和牛子牛の導入経費を助成し、和牛肥育農家の経
営安定を支援する。

一般

一般

一般

一般

一般

直売所「福ふくの里」に隣接して産直レストランを整備し、福吉地域の農林水産物の食材を使用した食事を提供することで、交流人口の増加及び地域農林水産物の販売額の増加を図る。

新型コロナウイルス感染症拡大対策による渡航禁止等により外国人技能実習生の雇用労働力の確保が困難となった畜産農家に対し、不足する労働力の代替措置として高性能な省力機械設備の導入を進め畜産生
産基盤の維持を図る。

16

和牛子牛確保対策事業
農
業
振
興
課

一般

次世代酪農家の将来的な経営ビジョンを明確にし、経営ビジョンの実現に必要な施設機械等の整備を支援することで、酪農生産基盤を強化し、生乳生産量の維持を図る。

15

農山漁村活性化対策事
業

農
業
振
興
課

11

伊都国歴史遺産活用事
業 文

化
課

14

ふくおかの畜産競争力
強化対策事業
（次世代酪農生産基盤
強化対策）

農
業
振
興
課

13

一般

10

体育施設改修整備事業
生
涯
学
習
課 体育施設の改修を行い、施設の安全性及び利便性を高め、利用者の増進を促すなどスポーツ振興を図る。

12

ふくおかの畜産競争力
強化対策事業
（家畜伝染病対策）

「伊都国」の歴史・文化の魅力を周知化し、糸島市のシティプロモーションのために、講演会・シンポジウムを開催する。本事業をとおして郷土愛の育成とともに、糸島市の観光ＰＲ・定住化促進の一助としたい。

一般

一般

農
業
振
興
課 県内養豚農家に対して、飼養衛生管理基準の確実な遵守とさらなる衛生意識の向上を図るとともに、必要な設備を整備することで、家畜伝染病の発生を予防する。

ふくおかの畜産競争力
強化対策事業
（畜産労働力代替緊急
支援対策）

農
業
振
興
課
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